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１万 km走行する普通車約 400 台分の燃料ガスを
精製することができる（燃費を約 10km/Nm3 で計
算した場合）。今後、普通車 1000台分以上の燃料ガ
ス精製が可能な実用設備の導入も検討されている。
　一方、東京都下水道局は、下水汚泥から炭化物
を製造し、それを石炭火力発電所の燃料として再
利用する国内初の事業を、2007 年度から開始する
ことを決定した。バイオ燃料譁、東京電力譁によ
るグループが事業者となり、東京都下水道局の汚
泥処理施設「東部スラッジプラント」（江東区）に
建設する炭化施設を運営する。ここでは、炭化処
理として、下水汚泥を 500℃の低酸素状態で約１時
間蒸し焼きにし、粒状に加工する。製造した炭化
物全量は、石炭火力発電所における石炭の代替燃
料として用いられる。今回の事業では、東京都内
の下水処理の過程で発生する汚泥の約９％をエネ
ルギー資源として活用することが可能となる見込
みである。
　このように、下水汚泥をバイオマスエネルギー
として利用する動きは活発化しているが、汚泥の
エネルギーの資源化プロセスにおける高効率化（例
えば、火力発電所の廃熱を利用した汚泥の炭化等）
は、今後の取り組みとして強く望まれる。
① バイオマス：生物資源を表す概念。一般的には「再生可
能な、生物由来の有機性資源で化石資源を除いたもの」
をバイオマスと呼ぶ。バイオマスを利用することにより
発生する二酸化炭素は、もともと大気中に存在したもの
であるため、大気中の収支はプラスマイナスゼロと見な
される。
